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＜病棟連絡事項＞
・特記事項なし。

＜東病棟入室状況＞
【入院】
・森　幸夫様～東A13号室（電カル上）へ医療保護入院となる。
・佐藤　鉄男様～東A9号室へ入院となる。

【転出】
・小田　沙也加様～西B27号室へ転出となる。

＜患者様連絡事項＞
・中村　さつ様～本日よりミヤＢＭ細粒　1ｇ/包　1×毎食後　7日分処方となる。

・高山　由井子様～本日よりミヤＢＭ細粒　1ｇ/包　1×毎食後　7日分処方となる。
　

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察実施。開放中迷惑行為頻回にあり介入にも自制できないため早めに開放観察終了している。入室中の奇声や自傷行為はない。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後2時間ずつ開放観察指示あり。午前は見守りできない状況のため開放観察見送っている。午後は2時間開放観察実施。話しかけ多くあるが、自ら切り上げることはできている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・安達　貴浩様～20：00～6：00時間隔離中。ホールにて書き物をして過ごしている。時折話しかけあるが過度とはならず。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。6：00～20:00開放観察実施。他患者様の行動に対し大声で叫びことあり介入要している。粗暴性や自傷行為はない。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・大橋　せつ様～本日より抗生剤開始となる。体温38.7℃～37.1℃、収縮期血圧やや低値だが他バイタルサイン異常、酸素飽和度低下無し。

・澤口　利香様～自室内の破壊行為、他病棟へ対する迷惑行為見られ主治医へ状態報告しユニット移動、ジプレキサ筋注1A施行指示有り。居室変更時眼鏡ケースへ収集していた薬剤を過量服薬する行為有り。主治医へ状態報告し経過観察の指示有り。

＜新入院患者様情報①＞
日　　時：令和5年2月28日　11：20
　氏　　名：森　幸夫（もり　ゆきお）様
　生年月日：昭和24年8月15日　73歳
　病　　名：中等度アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医:小栁Dr
サポート医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット
　　
【経過】
　当院1回の入院歴あり(前回:R3.11.30～R4.2.12)当院退院後はGH「けやき荘」へ入所、当院は終診となりかかりつけの福原医院より継続処方となっていた。R5.2.15田子町役場保健師より連絡あり。服薬拒否や暴言、粗暴性などの症状があるとのことで、当院受診の相談あり兄様も受診を希望しているとの事。ここ1ヶ月程は暴言や舌打ち等が顕著であり、他入所者へも暴言を吐いている状況。上記の経過から症状改善、環境調整目的で東病棟Aユニット13号室へ医療保護入院となる。


＜新入院患者様情報②＞
日　　時：令和5年2月28日　15：00
　氏　　名：佐藤　鉄男（さとう　てつお）様
　生年月日：S12.6.20生(85)
　病　　名：認知症
　性　　別：男性
　主 治 医:菅野Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット
　　
【経過】
妻と２人暮らし。若い頃から短気な性格で、妻に対して暴力的言動がみられていた。日
時等詳細不明だが、妻に包丁を向けて切りつける行為や妻の透析シャント部をはさみで
弄る、ベルトで叩かれ頭部を縫合することもあった。R5.1.13妻が初めて姪の自宅へ避
難をしてきている。翌日の１/14、本人が自ら警察に通報して妻様の捜索を依頼。同
日警察官５～６人が自宅へ訪問し、事情聴取が執り行われた。その頃妻も現状について
警察署に行って相談をし、本人から受けたこれまでの暴行について話をしている。警察
官からは現時点で夫婦が別居していることで危険を回避出来ているため、引き続き無期
限で夫婦間の距離を離すよう助言を受けている。しかしその後も妻が平和病院にて透
析治療をしている最中に待ち伏せをする行為、同院内で怒鳴る行為がみられた。同月16
日、姪より八戸市高齢福祉課や高齢者支援センターに相談しているが妻自身が本人の受
診に消極的であることや現在距離を置き過ごせているため早急な対応とならずに至って
[bookmark: _GoBack]いる。鑑別診断目的にて本日初診。環境調整・症状改善目的のため15：00東病棟Aユニ
ットに医療保護入院となる。　
